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1.総合⼈間学部が提供する学際的な学問の場において、⼈⽂科学・社会科学・⾃然科学を
横断する幅広い知識と教養を⾝につけていること。

2.他者や異⽂化に対する理解を深めた上で、⾃らの⾒解を形成し、それを他者に伝える豊
かなプレゼンテーション能⼒とコミュニケーション能⼒、⼈々の意⾒をまとめるリー
ダーシップを培っていること。

3.多様な学問分野を学ぶ中で、⾃らの知的な核となる特定の専⾨分野を選択し、その理解
を深めていること。

4.主たる専⾨分野とは異なる、もう⼀つの分野も系統的に学ぶことによって、⼈間・⽂
明・⾃然に対する、多⾓的な視点や柔軟な発想⼒を培っていること。

5.卒業論⽂・卒業研究において、問題の設定からその解決⽅法の提⽰に⾄る研究過程に取
り組み、⼀定の成果を上げていること。
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⼊⾨科⽬ 全学共通科⽬
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「研究を他者に語る」

主専攻科⽬ 副専攻科⽬

卒業論⽂・卒業研究発表


